
昭和18年に生まれてから75年余りず～っと元久々
利で育ち、暮らし、元久々利の子どもたちから「カッ
チャマン」と呼ばれ愛されているおじいちゃん。
平成29年度から３代目の委員長として元気に活動
しています。

委員長 奥村 勝彦さん
おく むら　 かつ ひこ
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活
動
内
容
を
検
討
す
る
会
合
や
地
元
説
明
会
、
他
市
へ
の
視

察
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
を
重
ね
、
平
成
24
年
に
市
で
最

初
の
景
観
形
成
重
点
地
区
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。こ
れ

を
き
っ
か
け
に
翌
25
年
に
準
備
委
員
会
の
活
動
を
継
承
し
た「
元

久
々
利
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
後
は
ま
ち
並
み
の
保
全
活
動
に
限
ら
ず
、
竹
あ
か
り

ア
ー
ト
、久
々
利
八
幡
神
社
大
祭
の
前
夜
祭
、夏
休
み
工
作
体
験

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
山
城
に
関
連
し
た
講
座
な
ど
、
数
多
く
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は
内
部
組
織

と
し
て「
久
々
利
城
跡
城
守
隊
」を
立
ち
上
げ
、
城
跡
の
景
観
の

維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
元
久
々
利
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、古
き
良

き
景
色
を
後
世
に
残
す
こ
と
を
根
底
に
、地
域

を
盛
り
上
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。結
果
と
し
て
、こ
の
地
へ
訪
れ
て
く

れ
る
人
が
増
え
る
の
で
あ
れ
ば
、こ
の
う
え
な
い

喜
び
で
す
。

　
今
年
の
11
月
９
、10
日
に
は
全
国
山
城
サ
ミ
ッ

ト
が
可
児
市
で
行
わ
れ
ま
す
。可
児
に
残
る
城

下
町
の
面
影
を
残
す
ま
ち
並
み
や
、山
城
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、そ

し
て
地
域
の
宝
、誇
り
と
な
る
よ
う
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
が

つ
く
る
元
久
々
利 　

平
成
３
年
に
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル（
久
々

利
区
域
街
づ
く
り
協
定
）
を
地
元
住
民
同
士

で
定
め
ま
し
た
。
城
下
町
の
面
影
を
残
し
な

が
ら
、
歴
史
的
な
特
性
を
生
か
す
こ
と
で
、

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
並
み
の
維
持
・

形
成
に
努
め
ま
し
た
。
協
定
は
平
成
13
年
ま

で
運
用
し
、
以
後
は
住
民
同
士
の
良
識
の
中

で
ま
ち
並
み
の
保
存
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

近
隣
地
区
で
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
や
山
林
開
発

が
進
む
な
ど
、
元
久
々
利
の
ま
ち
並
み
を
守

る
た
め
の
課
題
が
出
て
き
ま
し
た
。

歴
史
的
な
ま
ち
並
み
を

残
し
た
い

　
そ
ん
な
中
、
可
児
市
景
観
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
元
久
々
利

地
区
を
「
景
観
形
成
重
点
地
区
」
の

候
補
地
に
し
た
い
と
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
住
民
の
意
識
に
よ
っ
て
生
活

を
よ
り
豊
か
に
彩
る
「
こ
こ
ろ
の
景

観
」
に
重
き
を
置
く
市
の
計
画
が
、

我
々
が
後
世
に
残
し
た
い
元
久
々
利

の
景
観
と
重
な
っ
て
、
平
成
21
年
に

「
元
久
々
利
ま
ち
づ
く
り
準
備
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
景
観

こ
れ
か
ら
の
元
久
々
利
が

目
指
す
も
の

問都市計画課

　
古
き
良
き
景
観
を
残
そ
う
と
、元
久
々
利
の
住
民
同
士
で
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、

行
動
し
た
り
と
、
今
も
な
お
成
長
を
続
け
る
元
久
々
利
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
。
今
ま
で
ど
ん

な
経
緯
を
た
ど
り
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ここは城下町の面影を残す「元久々利」の一画です。
「心地良い暮らしと歴史・文化が感じられるまち 元久々
利」をテーマに地域住民が中心となって進めるまちづ
くり、元久々利まちづくり委員会の活動を紹介します。

ここは城下町の面影を残す「元久々利」の一画です。
「心地良い暮らしと歴史・文化が感じられるまち 元久々
利」をテーマに地域住民が中心となって進めるまちづ
くり、元久々利まちづくり委員会の活動を紹介します。

元久々利ってなぁに?

久々利城跡

久々利地区センター

写真：国土地理院提供

元久々利景観形成重点地区周辺の航空写真
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た
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景
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あ
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〜
元
久
々
利
の
ま
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づ
く
り
〜

～歴史～
　元久々利の発展の礎となったのは美濃
の守護・土岐氏の一族である久々利氏が
当地に久々利城を築き、居を構えたことに
よります。
　江戸時代に入ると久々利城は使われな
くなりましたが、幕府の旗本で尾張徳川家
の重臣となった千村家が屋敷を構えまし
た。元久々利のまち並みはここから広がっ
ていったと思われ、当時の面影を残しなが
ら今に至っています。

～場所～
　江戸時代から続く久々利村、酒井村、我田村、平柴村、原見村、佐渡村、丸山村、大平、大萱が明治８年頃に

（明治 22 年には柿下村も）合併してできたのが久々利村であり、現在の久々利地区になります。そして、その
合併前の久々利村が元久々利と呼ばれるおおむねの範囲にあたります。
　住所の大字や小字などで明確に分かれているわけではありませんが、地元の人たちは「元久々利」という呼
び名と共に地域を大切に守り後世へつないできました。

久々利のまちを灯す竹あかり久々利のまちを灯す竹あかり
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